
 

 

洛西地域を運行するバスの旅客流動調査を実施 

 
 
 洛西地域では、４つのバス事業者により、住宅地から鉄道駅に接続する路線バスがきめ細

かに運行されていますが、人口減少や高齢化の進行等によるバス利用者の減少、さらには、

担い手不足の深刻化等により事業者を取り巻く経営環境は厳しさを増しています。 

 こうした状況の下、令和６年１０月から１１月にかけて、地域を運行するバスの御利用状

況を把握するため「旅客流動調査」を実施しました。 

今後、本調査結果の分析を深め、洛西地域における持続可能な公共交通ネットワークの検

討に活用してまいります。 

 

１ 調査日及び対象事業者 

調 査 日 対 象 事 業 者 

令和６年１０月３１日（木）  京都市バス 

     １１月 ７日（木）  京阪京都交通 

     １１月１２日（火）  阪急バス、ヤサカバス 

 

２ 調査方法 

調査員２名がバス車内に乗り込み、お客様が乗車される際に、 

乗車口の調査員（配布担当）が「交通調査カード（以下『カード』

という。）」をお渡しし、お客様が降車される際に、降車口の調査

員（回収担当）がカードを回収することで、御利用区間（乗車停

留所及び降車停留所）を把握しました。 

また、御乗車中にカードの質問にお答えいただくことで、御利 

用の乗車券、利用目的、乗り継ぎ及びお客様の属性を把握しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通調査カード（見本） 
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